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電子一分子非弾性衝突に対する励起関数の測定は、これ迄は collision chamber 内に、標的ガスを
充満させておき、この中ヘ電子線を打ち込む方法がとられてきた。然しながらかような実験方法は、
電子ピームの単色性、プラスイオン効果、 2 次的過程、 wall effect 及び Doppler 効果等々の点で、 1
次衝突現象のみを観測しようとする場合には、余り好ましくない。 従って、これらの欠点を克服し、



















特に、 HzO の電子衝撃による解離にともなう OH(A ， z~+) と H (n 孟 3 )の励起関数のピークが、それ
ぞ、れ30ev及び、150evにあることをビーム交差法によってはじめて確認している。かように、独創的な
実験技術上の工夫及び全くオリジナルな成果が含まれているので、本論文は理学博士の学位論文とし
て十分価値あるものと認める。
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